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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 2,494 12.0 168 17.1 135 17.6 107 5.0
25年3月期第3四半期 2,227 13.4 144 △16.5 115 △21.8 102 △8.3

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 107百万円 （5.0％） 25年3月期第3四半期 102百万円 （△8.3％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 2,587.76 ―
25年3月期第3四半期 2,464.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 4,712 840 17.8 20,269.25
25年3月期 3,063 741 24.2 17,881.48
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 840百万円 25年3月期 741百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 200.00 200.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 200.00 200.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,500 18.2 250 20.2 200 16.3 180 27.1 4,338.50



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 41,489 株 25年3月期 41,489 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 0 株 25年3月期 0 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 41,489 株 25年3月期3Q 41,489 株



   

   

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………………  2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………………  3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 ……………………………………………………………………………  3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………………………  3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………………  3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………………………  3

３．継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………………………………  3

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………  5

四半期連結損益計算書    

第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  5

四半期連結包括利益計算書    

第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………  7

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………………………  7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………………………  7

ビジネス・ワンホールディングス株式会社（4827）平成26年３月期 第３四半期決算短信

- 1 -



（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策等により、円高の是正、株価の上昇を背景と

し、個人消費、雇用情勢の改善、企業の景況感の好転により設備投資の改善とともに、景気回復は幅広く堅調に推

移いたしました。今後の見通しとしては、家計所得や投資の増加により、景気の回復基調が続くことが期待されま

すが、個人消費を牽引してきた消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動については注視が必要です。また、米国

経済の緩やかな回復、アジアの景気持ち直しなど、海外経済情勢は総じて堅調に推移いたしました。しかしなが

ら、米国金融緩和の縮小や財政問題への対応による影響、欧州政府債務問題、中国やその他新興国経済の先行き、

地政学的リスクの高まり等、海外景気の下振れがわが国の経済を下押しするリスクとなっていることに注意が必要

であります。 

 このような経済状況のもとで、当社グループは、収益構造の強化を目的とし、各事業部門の利益確保を意識した

収益管理をより一層徹底し、グループ全体の業績向上を目指してまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,494,470千円（前年同期比12.0％増）、営業利益

168,977千円（同17.1％増）、経常利益135,311千円（同17.6％増）、四半期純利益107,363千円（同5.0％増）とな

りました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①不動産事業 

 買取物件再販事業、競売落札事業ともに、売上は堅調に推移いたしましたが、前年同四半期ほどの利益確保ま

では至りませんでした。その結果、当第３四半期連結累計期間における不動産事業の売上高は1,388,955千円

（前年同期比3.6％増）、セグメント利益89,065千円（同48.5％減）となりました。 

②マンション管理事業 

 業界の競争激化の影響により、マンション管理事業部門の業績は非常に厳しい状況が続いておりますが、業界

最大手の「株式会社大京アステージ」との業務提携に基づき、抜本的なインフラの再構築をすすめるとともに、

新しいマンション管理の受託を目指し企業基盤の強化を図っております。 

 当第３四半期連結累計期間におけるマンション管理事業の売上高は775,280千円（前年同期比6.5％増）、セグ

メント損失18,504千円（前年同期はセグメント損失21,912千円）となりました。 

③賃貸事業 

 当社グループが保有する賃貸等不動産による賃料収入事業を行っております。また、賃貸管理事業の拡大を目

指し、インフラの整備を含めた組織強化を図っております。 

 当第３四半期連結累計期間における賃貸事業の売上高は、賃貸等不動産の増加に伴い193,522千円（前年同期

比77.1％増）、セグメント利益48,805千円（同2.2％増）となりました。 

④ソフトウェア事業 

 当第３四半期連結累計期間においては、従来推し進めておりますパッケージソフト販売部門の強化に加え、マ

イクロソフト社のＯＳ「WindowsXP」の保守終了に伴う企業のパソコン買い替え需要の喚起により、当社販売の

パッケージソフト売上が上半期に引き続き好調に推移し、当第３四半期連結累計期間の売上高は170,888千円

（前年同期比86.7％増）、セグメント利益76,242千円（同2,292.4％増）となりました。 

⑤ファイナンス事業 

 法人向け不動産担保ローンを主として行っております。当第３四半期連結累計期間においては、大口融資案件

の増加から、売上高は12,169千円（前年同期比96.3％増）、セグメント利益6,995千円（同320.1％増）となりま

した。 

⑥その他の事業 

 組織改変、事業拡大等による経費増加により、当第３四半期連結累計期間の売上高は149,335千円（前年同期

比6.6％減）、セグメント損失18,532千円（前年同期はセグメント損失5,268千円）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,853,006千円となり、前連結会計年度末に比べ387,041千円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が40,158千円、営業貸付金が61,744千円、販売用不動産が268,402千円

とそれぞれ増加したことによるものであります。固定資産は2,859,813千円となり、前連結会計年度末に比べ

1,262,173千円増加いたしました。これは主に建物及び構築物が598,415千円、土地が655,577千円増加したことに

よるものであります。 

 この結果、資産合計は4,712,820千円となり、前連結会計年度末に比べ1,649,215千円増加いたしました。 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は1,753,393千円となり、前連結会計年度末に比べ615,810千円増

加いたしました。これは主に短期借入金が363,152千円、１年内返済予定の長期借入金が157,625千円増加したこと

によるものであります。固定負債は2,118,476千円となり、前連結会計年度末に比べ934,338千円増加いたしまし

た。これは主に長期借入金が860,587千円、賃貸事業に係る預り敷金が72,404千円増加したことによるものであり

ます。 

 この結果、負債合計は3,871,869千円となり、前連結会計年度末に比べ1,550,149千円増加いたしました。 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は840,950千円となり、前連結会計年度末に比べ99,065千円増

加いたしました。これは四半期純利益107,363千円及び剰余金の配当8,297千円の計上によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は17.8％（前連結会計年度末は24.2％）となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきまして、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、概ね計画どおり推移しており、平成25年

５月13日の決算短信で公表しました通期の連結業績予想に変更はありません。 

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（表示方法の変更） 

（損益計算書） 

 従来、不動産賃貸原価については、「販売費及び一般管理費」に計上しておりましたが、当第３四半期連結会計

期間より、「売上原価」に計上する方法に変更しました。 

 この変更は、不動産賃貸事業を当社の主要な事業の一部と位置付け、第２四半期連結会計期間に新規の賃貸物件

を取得したことに伴い、不動産賃貸原価の重要性が増してきたことから、営業活動の成果をより適切に表示するた

めに行ったものであります。 

 この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の組替えを行ってお

ります。その結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「販売費及び一般管理費」に含

めて表示しておりました32,199千円は、「売上原価」として組替えております。 

  

 該当事項はありません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 294,631 334,789

受取手形及び売掛金 104,050 98,862

販売用不動産 863,127 1,131,530

原材料及び貯蔵品 254 558

営業貸付金 125,000 186,744

その他 95,071 116,807

貸倒引当金 △16,170 △16,286

流動資産合計 1,465,964 1,853,006

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 611,771 1,210,187

土地 873,115 1,528,692

その他 5,657 20,747

有形固定資産合計 1,490,545 2,759,627

無形固定資産   

のれん 47,486 38,927

その他 22,321 17,728

無形固定資産合計 69,808 56,656

投資その他の資産   

投資その他の資産 37,764 43,529

貸倒引当金 △477 －

投資その他の資産合計 37,287 43,529

固定資産合計 1,597,640 2,859,813

資産合計 3,063,605 4,712,820

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 36,804 44,283

短期借入金 713,926 1,077,078

1年内返済予定の長期借入金 207,315 364,940

未払法人税等 19,072 17,699

賞与引当金 20,000 19,900

その他 140,465 229,491

流動負債合計 1,137,582 1,753,393

固定負債   

長期借入金 1,129,540 1,990,127

その他 54,597 128,349

固定負債合計 1,184,137 2,118,476

負債合計 2,321,720 3,871,869

純資産の部   

株主資本   

資本金 436,034 436,034

利益剰余金 305,850 404,916

株主資本合計 741,884 840,950

純資産合計 741,884 840,950

負債純資産合計 3,063,605 4,712,820
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 2,227,626 2,494,470

売上原価 1,650,478 1,865,158

売上総利益 577,148 629,311

販売費及び一般管理費 432,798 460,334

営業利益 144,350 168,977

営業外収益   

受取利息 35 31

受取配当金 44 44

受取保険金 － 706

助成金収入 2,250 2,550

その他 492 634

営業外収益合計 2,821 3,965

営業外費用   

支払利息 27,284 35,987

社債利息 1,833 －

その他 2,971 1,643

営業外費用合計 32,088 37,631

経常利益 115,083 135,311

特別損失   

減損損失 9,526 871

損害賠償金 － 2,515

特別損失合計 9,526 3,387

税金等調整前四半期純利益 105,556 131,924

法人税、住民税及び事業税 3,306 24,560

法人税等合計 3,306 24,560

少数株主損益調整前四半期純利益 102,249 107,363

少数株主利益 － －

四半期純利益 102,249 107,363
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 102,249 107,363

四半期包括利益 102,249 107,363

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 102,249 107,363

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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